























い分けがある十三音から「えj を抜いて十二音にした。 「えI には二つの漢字があったけ
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1ご斗／i／パ／た／ ／起／ /o/ I品I I 
柄本証t 吉 -11 -e -;;,1 ／ー坦 -o -0 
s. ヨシタケ -1 c -r -o -) 
（｛也に I と 0 が中立）
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見ると i 乙顔と e乙顔の下に口蓋化の記号フウ唄える。
有坂の上倍音母音音価推定
甲 a u i e o 












6) 「言語宙開1 96 (1989 ）、 2 6 頁
7) 「言語宙開J 96 (1989 ）、 30頁







音声勃ヲ傾向として子音の後ろに「 i l 、か取lると前の子音は口蓋化される。前舌子音
は調音点カ喰ろに変わり後舌子音は前に移る。例えば「ka j の fa I の変わりに「 i J 
を付ければ rk i 1 なり
「 k j の発音は Ika l より前のプjに移る。
上倍前こ起きた口蓋化を説明するためにrl-if-t/；、ら母音ーの発達を見てみよう。
母音の手伝圭過程叶




a 十 i,> e y 合流して u+a>wo 合流して







o十 i の組み合わせから新しく母音「 i j が出来ても、もう古代に「 i J あったから新し
い母音にならなし、新しく発生した母音はただ一つ、つまり fe j であり、前にあった四
つの母音.fa, i. u, o J と合わせて五つになる。
それでは以上の知識に基づいて甲類乙顔の差を説明しよう。
以上の母音の発達過程を見るとエ段に二つのエが発生したようである。つまり甲類「y e 




では「k e j と「k i j の例だけを取り上げよう。
ケ甲類になった古代の音節をローマ字で記すと「k i a I になる。 「 k J が「 i j の影響
で口蓋化され同時に「 i I と「a J の組み合わせが／e／と発音される。それでは i a 
j という音節は／k j e ／と発音する。
ケu買になった古代の音節をローマ字で嘗くと「ka i j になる。 rk J の直後に「 i J 
州れ、ていないので口蓋イ凶泡こらない。 「 i a j も／ e／と発音するようになるから
は a i j を／ke／と発音する。
「k i J の発展は rk e j と違う。最初にキ乙調が fk 0 i j と rk u i j から発展して
/k i ／と発音さ才k その後、キ甲類がキZ顔の口霊化した結果に発生した：
/k j i ／.。ω
跡、てオ段の甲類乙瀬の志エ段とイ段と違いオ段の場合にはその差が口蓋化と関係はな
い。ある学者によれば古代の日持苦には母音で始まる単語カ珍しかったので、最初にオ段
Z芸員 rwo j があったとして、この音節から甲類の「o j が発生したものと考える。







有坂氏 k i k i 服部 k i k j i 
ke k~ ke kje 
注（有坂氏と目陪E氏は、甲類と乙顔のどちらが初めにあったかという問題に対して意見が
取すなので、 この表の甲と乙のも逆であることに注意されたし、。）
9 ）「The phonological basis for the comparison of Japanese and KoreanJ 、 J.B.
¥Yhi tman 、 (1985).Harvard. 





を「 j l で表す。
ここまで日間砥の考え方は五母音説と一致するけれどもオ段に対しての意見が違う。
五母音説の学者はオ段甲類が「u I と「 o I の組み合わせから出来たと推定する。すなわ
ち、新しし、母音が発生せず二重母音であるとかんがえる。これに対してH閥i氏はオ段甲類
乙却の母音が全然追う母音であると考え、オ段甲類か暖昧母音でありオ段ZJ罰が半母音化





a ka ga sa za ta da na pa ba IIB ya ra wa 
i kji gji si zi ti di ni pji bji mji ri wi 
ki gi pi bi mi 
u ku gu su zu tu du nu pu bu mu yu ru 
e kje gje se ze te de ne pje bje mje ye re w巴
ke ge pe be me 
o kuo guo suo zuo tuo duo nuo(puo buo muo)yuo ruo wo 
ko go so zo to do no po bo IXJ yo ro 
注（甲類p o, bo, m Oの場合に古事己に一つの例しかなかったので、甲類乙顔の差の
証拠にならない。 2 ：奈良時代に「 hJ が「p J のような音であった。）
以上の表を見るとエ段とイ段の甲類Z顔の差がカ行、ガ行、パ行、パ行、マ行にあるのに
ふ z. t. d, n, r、つまり歯茎音、の後にその差か覗れない。だから元来歯茎音の
直後に甲類乙頚の差があったかどうかまだ明らかではない。
差がない理由が三つ考えられる： II
1 口蓋化があっても対立がないこと。 「 i J が歯茎音の後で来ると前の子音が口蓋化す
ることが当然である。だから口蓋化しでも音声的に対立にならなし、。
例： [ s i 〕の発音が／sji ／. 口蓋化したら〔 s j i 〕になり発音が／ s j i/ 
で、変わらなし、。
2 Cuy/Cey (C ＝子音、 u y はZ顔 i でe yは乙顔e ）の場合に「uy j と
「 e y j が円母音であった。というのは、口蓋化かヰ石I能であること。
例：乙顔シをローマ字で記すと「 s UY j になる。子音の後で出て来るのが口蓋化さ
せる「 i j ではなく円母音「u j であり口蓋イ肋泡こらなかった。
3 「 i j と「 e j の前の子音がもう口蓋化していたこと。
第三図：ローマ字で記した平家物語
)1¥ t ¥2_iyomJri c) [O moxiu. firo no r,uiogui no fu~ 
f Ona cu co uo noxcc.1 m_on~· de gozaru. S.Hc Iona 
Q.1yomoci l叶百古'§Juat Q tunmu ce川;;i c吋川Q
一一A ) . φ 
このテキストに「xen z oJ という言葉が出て来る。これは「戦争j の当時のローマ字
の表せであった。ここの「 s en sou j の rs I がその時にほ j で表記されて／ s j 






1 1) 「The phonological basis for the comparison of Japanese and KoreanJ J.B. 
Wh i t1IBn, 1985. Harvard. 
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合に rameJ （雨）の最後の母音「－ e J が複合語になったら「－ a j になる。
母音交替は三つの細書に分けられる。
イ a-e ama-ame （雨）









の現れる環境の問題について出る例で明確になる。 u-i の交替がo-i の二加知交替
であるとしたら、 「 u j と「 o j の発音は近かったと思われる。
a e 、 o-i (u-i ）の交替と違いa Oの交替の場合、音声的に母音だけではなく
音韻的に意味も変わってし、く。例えば rama j が rame j に変わっても音韻的に意味
カ変わらない。しかしa O交替の場合に「Kura j が「kUr OJ に変わると意味は
同じではない。もう一つの違いはa-e 、 o-i (u-i ）交替の場合、末尾音節に出て
来る母音だけが変わるのに、ある a 一 O交替の起こる単語では両方の母音方変わっていく






例： CYCV (V=a. o. u ）一 CVCY (V=e. i) 
ccニ子音、 V ＝母音）
左側の形の末尾母音はいつも a、 o、 u で終わる Coは甲類でもZ調としても現れる）。
これを道描形式及ひ閣き形（無標形／基本形）という。右側の形はZ顔のe と i で終わり




住（便利のために甲類を小さな l 、乙主買を小さな 2 で苛ミす）
5-1 a-e乙
a) 2音節彰式
音節樹圭： Ca Ca, Cu Ca, C i Ca 
例： ama -am e，何〕
puna-pune C舟）
ina -ine （稲），と








の中で「 s hi raka J の「k a J と「hat a J の「 t a j は語幹母音なのに末尾母
音の位置に現れる。
例： ka-k e （毛） shira-ka （白髪）， kami （髪）。
ta-te （場仔躍す接尾辞） ha-ta （端）， omo-te （表）
5-2-1 o-i 乙
a) 2 音節形式
音節構造： CoCo. Ci Co. CuCo, (CaCo ）。
この音姉構造の中の「 OJ の位置は区別のなし、 ro J であり、甲類も乙却も現れる。









音節織宣： CuCu, (CaCu ）。
例： k utu-kuti （口） :kutu-wa （口輪）
kamu-kami （神） :kamu-kaze （神風J
Cuc u とCaC u という音節構造は、 o-i 交替の以下に書いてあるCuC o とCaC 
Oのそれぞ‘れの二次的な転化でもある。 ro j は ra J の交替母音で同じ語幹に現れること
は規則に反するためにこのような例は例外であると考えている。 CaC u はCaC oの二
州知転化で同じく例外である。
b）単音宮間5式
例： t u -t i O!臓器司） :pulatu （二つ） -pa la ti （二十歳）










pas a （侠）－ poso （細）
k u r a （暗）－ kuro （黒）
pi r a （開）－ piro （広），~
b）単部間三式 ka -ko 
Ca-Co 
ここの単音節は、複合語のなかだけ使われる。例えば「k a r eJ （彼）の「k a j と
「k 0 n OJ （此）のは o J 。
CaCa-CaC o という交替はない。これも母音調和と関係があるため後に説明する。
CaCo/CoC a とL寸音節構造はあまりない。しかし現れるCaC o とCoC aの音
節構造は複合形式にしカ明れ郎、音節と二細切転化に分けられる。
例： a) Ca Co 
複創彰式 at o （跡）＜ a(shi) （足） + t 0 （処）
二加古転化 amo （母） <omo （母）
b) Co Ca 
複創彰式 po k a （外） <po (=p a端） + k a （処）
二納転化 o j a （親） < 0 j 0 （老） I 't
オ段甲類と乙績の現れ方は有坂氏によれば次のようになる。
a) 2音節形式
1 2 ）前述の例か松本氏の「古代日将音母音論J から書き写した。
-43-
(7) 
1) CaCa-CoC o ：乙
2) CuCa-CuC o ：甲
3)CiCa-CiC o ：甲／乙














この交替は「凹段活凋j の動詞の場合によく見られる。基幹の末尾母音－ aが「形容詞・名詞的j 語幹であり、交替の結果で新しく出来た基幹の末尾母音－ e乙は動調的な派生形
である。 「下二段活用j の動詞がa-eの交替によって、 「凹段活用 l から出来たもので・
ある。もし e ZJ罰か基幹の a と形態音素たる i の組み合わせから新しく出来たとしたら、
「四尉舌用j と I下二段活用I の動詞は閉じ起源から発生した可能｜主がある。 「四段活用
j の a幹は自動的で、あり（ a幹はf幽J的ならばe乙幹は自動的か受動的になる。）
「下二段活用j の e 乙幹は｛幽b的である。
音節構造
名詞的形式と同じく Ca Ca. Cu Ca. Ci C a。｛幽h詞一自動詞という区別がある































aka （赤・明） -a k e、（明）
k u r a （暗） -k u r、e （暮）
i j a （弥） -ije （癒）
5-3-2 o (u) -i 
この交替が「上二段活用I 匂動詞の場合によく見られる。しかし、 a-e交替に対して同
じような交替関係はないわけである。 「上二段活用I の動詞の o ( u）幹はa幹と違って
























p 0 s u （干） -p i~ （乾）
5-3-3 a-o 
(oは甲鉱乙頚それとも区別のない母音として現れること。）




a 活用＝ a （四段γ o活用＝ o （カ変、サ変の古形）
v v 
a i 活用＝ e 乙（下二段） o-i 活用＝ i 乙（上二段）
カ変とサ変とは四段活用の変則動調である。四段活用の場合に現れなL、。が変則動詞 f来
るj の未然形に現れる： k o-na i 。これは動詞の発生の過程をあらわしている。初めにa幹があってこれに i を付けて菊r しく
e幹が出来た。これはaの交替母音で‘ある。同じ a幹から交替母音oとともにo斡が発生
した。それで、この新しく出来たo幹から交替母音として i 幹が発生した。
a幹だけカ生産的で、あり o幹は生産性がないから、 o-i 交替する動詞か沙ないである。
もう一度交替を受ける単語の音節構造を見てみよう。
a-e: Ca Ca, Cu Ca. Ci Ca 
o-i: Co Co, Cu Co. Ci Co 
a e類の構造をo-i 類の構造と比べたら a -o交替の音節備造が見えてくる。
a-o: Ca Ca. Cu Ca. Ci Ca, C a • C 0 co. cu co. c i co. c 0 
a ー O交替はa-e と o-i の反映であるため、 i はaの交替母韻ではありえない。
例： s a r a （去） -s o.r o_ （反）
tut a （伝） -tu-to~ （ tutu) （包）









他の学者（存坂氏大野氏坂倉氏長図的は母音の合流より、 「 i J の文法的な機能を
強調する。しかしこの「 i j の文法的な作用には脱落と挿入の二つが考えられる。 「さけ
j を例として使って説明しよう。脱落の場合に s ak eか基本形とす。元の形に戻すと S
aka i になる（ eがa i から出来たものそれとも発音であったから）。これで複合語を
作ると s aka-i-tuk i になる。 i か:JB接してs akatuk i になり複合語にし




る i を付ける。例えばs akatuk i から基本形s ak aを取って i を付けて朝揺苦と
して使われる S aka i （発音は／ sake／勺になる。
sak a は s ak e より複合語の中でもよく現;ti_ s a k e より s ak a は基本形と見ら
れ挿入の方が自然であると思われる。
しかし、この i は一体なんであろう。色んな意見治嘩げられる。大野晋によればこの i は接辞で、名詞語尾と動詞連用形を形成するもので、韓国語の I事
J を表す「 i I J それとも「有引を表す「 i t j に関すると推定する。
坂倉氏によれば i というのは本来動詞的な意義を表す接辞で、名調に付けると指示強調の
機缶或いは「スルコト・モノ j の意を表すとされる。






































































































































































坂謝止の「上代音節孜j に出る「有坂法目i]J と L 、われる音節結合の法則で有名になった。
本当はこの法則が大体2音節形式に起こるオ段の甲類と乙顔の現れ方であり三つに分けら
れる
第一目lj: Co Co 例： ko. to. （言）
































七世紀以前に、 p 一， b 一， wーと結合したオ段の甲類Z却は合流していた。七世紀まで
存在していたmOの甲類と乙顔が合流し、それから軟口蓋音のk 一， g ーや両唇音のp-




八世紀末から九世紀の初頭にかけては、 p--, b , mーと結合していたエ段とイ段の甲






1 6 ）「言師究J 96 (1989 ）、 4 0 -4 1 頁
(11) 
参考文克I
「古代日持吾母音論j （上向侍殊仮名遣の再解釈）松本克己 1 9 9 5 、東京、
ひつじ書房




一「日持音をさかのぼるj 大野晋、 1 9 7 4 、東京、岩波新書
-The languages of Japan, Shi batani. 1990. Cambridge, Cambridge University Press 
-The phonological basis for the comparison of Japanese and Korean, John Bradford 
Whitman, 1985, university Microfilms l nternat i onal Harvard. 一「上代目将諾韻砂研究J （未確認音韻への視点）蔵中i色 1 9 7 5 、神戸、
神戸学術出版
ー「日持苦の母音組織と古代音州使J 清瀬義三郎則府；言語研究96(1989)
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